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はじめに 

 

高校生ロケットコンテストに出場するチームは、高校生ロケットコンテスト大会実行委員会が定めた

以下のロケットの諸元に対する条件と安全基準を満たさなければならない。また、ロケットは飛行中変

形しないように十分な強度があり日本モデルロケット協会の定めるモデルロケット安全コード(巻末に

別紙として示す)に沿ったものでなければならない。 

 

Ｉ．高度競技 

１．ロケットの諸元と材質等に対する条件 

〇ロケットの諸元と材質等に対する条件は以下のとおりとする。 

機体の直径と長さ 直径 20mm以上が連続して 200mm以上の長さであること 

ペイロード部分 Jolly Logic 社のセンサー Altimeter Two （寸法 49mm x 

18mm x 14.5mm 質量 9.9g）が収納できるスペースを有する

こと 

重量の制限 ロケットの全備重量は、使用する ESTES 社エンジンが定める

モデルロケットの最大離陸重量を超えてはいけない。 

ロケットの色 視認性向上のために、ロケット全体の 80%以上を赤あるいは濃

いオレンジ色で塗ること。それ以外の色は視認性、安全性の観

点から認めないことがある。 

パラシュートやストリーマの装着 ロケットは飛行後、安全に地上で回収されるため、パラシュー

トやストリーマを装着しなければならない。また、パラシュー

トやストリーマの色は赤あるいは濃いオレンジ色とすること。

それ以外の色は視認性、安全性の観点から認めない。 

ロケットの材質 紙、木、ゴム、プラスチックに限る。先端部・本体・尾翼には

絶対に金属を使ってはいけない。これ以外に使いたいものがあ

れば事前に問い合わせること。 

発射台とガイド棒の直径 

 

ESTES社の発射台（NO. 2215 Porta-Pad® II Launch Pad）

の発射台を提供する。ガイド棒の直径は 3mm、長さは 600m程

度。自前の発射台の持ち込みは許可するが、安全に打ち上げら

れないと判断したものはその使用を禁止し、実行委員会が提供

する発射台を使用する。 

２．安全性に対する条件 



〇ロケット機体はパラシュートで安全に着地させること。ロケット機体からパラシュートやストリーマ 

が展開できない場合、もしくは落下途中に分離して自由落下した場合は失格とする。 

〇モデルロケットを打ち上げる際には、発射台の状態、保安区域内立ち入り者の有無、低空の飛行物の 

有無を指さし呼称して危険のないことを確認して点火すること。また、点火操作を行う者は、周囲の 

者が確実にわかるように大声でカウントダウンして発射すること。これらを守らず打ち上げた場合は 

失格とする。 

 

参考例 「発射台、異常なし。地上異常なし、上空、低空飛行物体なし。打ち上げます。５秒前，４， 

３，２，１、０ 発射」（これをそれぞれの安全確認場所を指呼して行うこと） 

 

〇パラシュートやストリーマは電気信号で展開できるようにしてもよいが、安全のため、より信頼性の

高いバックファイヤでも開くようにしておくこと。つまり 1つのパラシュートを電気とバックファイヤ

の 2通りで開けるようにするか、別々のパラシュートを設けること。 

〇点火コントローラ、ランチャーは、大会側で用意する。 

〇安全のため、機体およびパラシュートやストリーマは地上から認識ができるように赤あるいは濃いオ

レンジ色で塗ること。機体審査において目立つ色に変更するように求められた場合、その指示に従わな

いチームは競技に参加することができないことがある。 

 

３． 安定性に対する条件 

〇競技に参加するモデルロケットの安定比は 𝐶𝑆=1.1~1.5 でなければならない。 

ここで、ロケットの安定比𝐶𝑆 =(Xcp −Xcg ) ⁄Dである。ここで圧力中心 Xcp及び重心 Xcgは、いずれ

もロケット先端から測った距離とする。Dはロケットの胴体の直径。 

圧力中心は、下図を参考にして簡易的に求めるか、フリーソフト「Open Rocket」を使って求めても

よい。 

 



 

〇安定性を最終的に確認するために重心を糸で吊るして行うスイングテストを実施し、ロケット先端が

確実に前方(風上側)を向くことを審査員の前で示さなければならない。 

 

〇競技用の機体に加え予備の機体を 1機製作することが望ましい。 

 

３．強度に対する条件 

ロケットは以下の条件をすべて満たさなければならない。 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 

 

なお、ここに掲げた内容は予告なく変更することがあります。 



 


